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まんまるコロッケできるかな
−比井保・さつまいもコロッケ作り−
　10月22日（水）、比井保育所（西本康子所長）でさつ
まいもコロッケ作りが行われ、きりんぐみの年長園児
ら８人がころころこねこね楽しくコロッケを作りま
した。

　ふかしたさつまいもをみんなで潰し、みじん切りの
タマネギやニンジンと混ぜて具材の準備が完了。でき
た具材をころころ丸め、コロッケのタネを作る工程
も、「粘土遊びみたい」と園児らは楽しそう。まんまる
のタネを小麦粉の上を転がして卵に浸し、パン粉をま
ぶして後は揚げるだけ。
　参加した宮本彩未さんは「丸めるのが楽しかった。
お昼ご飯が楽しみです」と話していました。
　完成したタネは、給食の先生が油で揚げて給食に登
場。みんな大きな口で頬張りました。

【男子】①西岡佳祐②森䕃斗生③本間諒一④橋本頼哉
⑤畑山拓磨⑥熊代壮⑦中井友裕⑧上田開世⑨大江悠
登⑩伊藤悠矢
【女子】①深海舞羽②川神茜音③加藤里菜④田村文乃
⑤土屋萌⑥最明友香⑦森本あみ⑧西川凌⑨山本葵⑩上
畑季穂

運動の秋、さわやかに快走
−日高中・校内マラソン大会−

　10月24日（金）、日高中学校（坂田豊校長）で校内マ
ラソン大会が開催され、男女221人が秋晴れのマラソ
ンコースを走り抜けました。

　勢いよく学校をスタートした生徒らは、男子4.5㎞、
女子3.0㎞のコースを疾走。コース沿いには保護者ら
も駆け付け、「頑張れー！」と声援を送っていました。
　同校では、毎年この時期にマラソン大会を実施して
います。
　上位入賞者は、次のとおりです。
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クエの季節が本格的に始動
−クエ・フェアを開催−

　10月４日（土）、九絵の町づくり実行委員会（山田理司
委員長）がクエのPRイベント「クエ･フェア」を開き、お
よそ2500人の観光客が県内外から訪れました。

　例年阿尾漁港で開催してきましたが、今年は海の家の
改修や駐車場の舗装も終わったことから、産湯海水浴場
駐車場で開催。開会前からクエ料理の食券販売所には長
い行列ができ、食券でクエ鍋やクエ飯、クエ寿司を受け
取ると、早速テーブル席で名物を味わっていました。
　またステージでは、和歌山住みます芸人「わんだーら
んど」のトークショーや、和歌山発のアイドルグループ
「Fun×Fam」のダンスショー、北出病院の「消炎鎮痛楽
団」の演奏会、天音太鼓の和太鼓ショーが披露され、会場
は熱気に包まれました。クエの解体ショーでは、およそ
20㎏のクエが圧巻の包丁さばきで解体され、重さ当て
クイズが実施されたほか、ビンゴゲームでは出た数字に
参加者が一喜一憂していました。最後には、もち投げを
行い、来場者はクエ尽くしの一日を堪能しました。


